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【
花
粉
症
対
策
】花
粉
の
飛
散
の
多
い
日
は
外
出
を
控
え
め
に
。午
後
１
時
～
３
時
頃
が
花
粉
の
飛
ぶ
時
間
帯
で
す
。

●助成対象者

　上三川町に住所のある、中学校３年生(15歳に達する日以降の最初の３月31日)までの児童

●助成対象期間

　出生日(または転入日)から中学校３年生(または転出日の前日)まで

●助成対象となる医療費

　保険診療が適用された医療費の自己負担金

　※�保険適用でない予防接種や証明料等、入院時の食事療養費、学校管理下で発生したケガ等で日

本スポーツ振興センターの災害共済給付を受けられる医療費は対象外です。

　※�高額療養費や附加給付(保険組合により異なります)に該当した場合、給付を受けた額を差し引

いて助成します。

●登録手続きについて

　子どもが生まれたときや上三川町に転入されたときに、受給資格証を交付します。住民生活課に

て手続きをしてください。

【必要なもの】児童の健康保険証、印かん

◇受給資格証の色について◇

児童の年齢 ０歳〜未就学児 小学生〜中学生

受給資格証の色 ピンク色 ベージュ色

　※�４月から小学生になるお子さまには、受給資格証(ベージュ色)を３月末までに郵送いたしま

す。４月からはそちらをご利用ください。

●受給資格証の内容に変更があったとき、紛失・汚損したときには

　受給資格証の再交付をいたしますので、福祉課にて手続きをしてください。

　【必要なもの】児童の健康保険証、印かん、受給資格証（手元にある場合）

●助成の流れ

　・栃木県内の医療機関等を受診する場合(現物給付)

　�　受給資格証と児童の健康保険証を窓口で提示することで、保険診療分の自己負担金について、

窓口での支払いがなくなります。

　・栃木県外の医療機関等を受診する場合や、受給資格証の提示をしなかった場合(償還払い)

　�　窓口にて保険診療分の自己負担金をお支払いください。その後、診療日の翌月から１年以内に

福祉課に申請をしてください(平成２７年３月診療分は平成２８年３月３１日までに申請をしてく

ださい)。申請した月の翌月２５日(土日祝日の場合は、翌営業日)に受給資格者の口座にお振込み

いたします。

【�必要なもの】児童医療費助成申請書、保険点数の記載のある領収書、受給資格証、児童の健康保

険証、受給資格者名義の口座番号がわかるもの(預金通帳等)、印かん

　※�郵送で申請をされる場合は、児童医療費助成申請書(押印、振込先の口座番号等の記入のあるも

の)、保険点数の記載のある領収書、受給資格証を同封してください。

●その他、ご不明な点がございましたら下記までご連絡ください

（例）・健康保険証を持たずに受診し、保険が適用されず医療費を10割（100％）自己負担した

　　　・弱視、斜視、先天性白内障術後屈折矯正の治療用眼鏡を作った

　　　・コルセット等の治療用装具を作った　　など

▶問い合わせ先=福祉課　子ども・子育て係　☎56 9130

児童医療費助成制度について

特特特特
集
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【
花
粉
症
対
策
】外
出
時
は
帽
子・メ
ガ
ネ・マ
ス
ク
な
ど
を
身
に
つ
け
て
花
粉
が
目
や
鼻
に
入
ら
な
い
よ
う
に
。

特集
●
認
知
症
と
は
…

　

脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り

し
て
、
少
し
ず
つ
認
知
機
能
（
情
報
を
分
析
し
た
り
、
記
憶
し

た
り
、
思
い
出
し
た
り
す
る
機
能
）
が
低
下
し
、
普
段
の
生
活

に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

認
知
症
と
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
の
違
い

認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ

　
　
　

→
日
常
生
活
に
支
障
が
出
る

・
忘
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
で
き
な
い
・
出
来
事
の
記
憶
が
ま

る
ご
と
消
え
る
・
ヒ
ン
ト
を
出
し
て
も
思
い
出
せ
な
い
・
年
次

や
日
付
、
季
節
が
分
か
ら
な
く
な
る
・
道
具
の
使
い
方
を
忘
れ

る　

等

加
齢
に
よ
る
物
忘
れ

　
　
　

→
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
は
出
な
い

・
出
来
事
の
記
憶
の
一
部
が
欠
け
る
・
ヒ
ン
ト
を
出
す
と
思
い

　

現
在
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
4
人
に
1
人
が
認
知
症
、
ま
た
は
そ
の
予
備
軍
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
は
身
近
な
病
気
で
す
。
認
知
症
に
つ
い
て

「
知
り
」
、
早
め
に
「
気
づ
き
」
、「
相
談
す
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
認
知
症
は
、
周
囲
の
人
の
関
わ
り
方
を
変
え
た
り
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
大
変
と
感
じ
て
い
た
症
状
が
無
く
な
っ
た
り
、
家
族
の
負
担
感
が
軽
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

出
せ
る
・
年
次
や
日
付
、
曜
日
を
間
違
え
る
・
顔
は
分
か
る
が

名
前
が
思
い
出
せ
な
い　

等

●
「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
と
き
は
…

①�

か
か
り
つ
け
医
等
の
医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
早
め

の
診
断
と
治
療
が
大
切
で
す
。

②
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※�

詳
し
く
は
「
上
三
川
町
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
２
０
１
４
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
ほ
か
、
保
険
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

●
「
上
三
川
町
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
が
で
き
ま
し

た
。

　

認
知
症
の
人
と
家
族
に
対
す
る
「
早
期
の
支
援
」
を
行
い
、

急
激
な
症
状
の
悪
化
を
防
ぎ
、
穏
や
か
な
生
活
が
送
れ
る
こ
と

を
目
的
に
、
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　

保
健
師
・
社
会
福
祉
士
に
よ
る
訪
問
や
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

へ
の
相
談
を
行
い
、
ご
本
人
と
ご
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

○�

「
も
し
か
し
た
ら
認
知
症
…
？
と
心
配
。
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」

○�

「
物
忘
れ
、
被
害
的
な
発
言
が
多
く
な
っ
た
。
医
療
機
関
に

受
診
し
た
い
が
、
本
人
が
受
診
を
拒
否
し
、
な
か
な
か
受
診

で
き
な
い
」

○�

「
知
り
合
い
の
Ａ
さ
ん
宅
。
本
人
が
嫌
が
り
介
護
の
サ
ー
ビ

ス
を
何
も
使
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
最
近
家
族
が
疲
れ
て
い

る
み
た
い
…
」

○�

「
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
近
所
の
Ｂ
さ
ん
。
身
内
が
近
く

に
い
な
い
。
認
知
症
か
な
？
と
心
配
し
て
い
る
。
」

▼
連
絡
先
＝

　

上
三
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

 

5
5
1
3

☎
56

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

保
険
課　

高
齢
者
支
援
係

　

 

9
1
0
2

☎
56

〜
認
知
症
〜　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い


